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Case Study 08スイッチ製品�

POINT

DGS/DWLシリーズ�

高帯域を確保可能な10Gbpsアップリンク�

OSやソフトを問わず医療機器でも利用可能なMACアドレス認証�

エッジスイッチでの認証による未登録PCの接続拒否�

DDGS-3400シリーズは、中規模から大規模なネットワークに最適なレイヤ2プラス ギガビットスタッカブルスイッチです。

1000BASE-T/SFPコンボポート、10G拡張スロットおよびリダンダント電源スロットを搭載。D-Link SIMによる仮想スタック

を利用した集中管理、検疫など充実した統合セキュリティ機能をサポート。PoE給電モデルを含む24/48ポート製品のライ

ンナップから選択できます。�

DWL-8500APは、DWSからの管理機能を搭載したモデルからデスクトップ設置のコンパクトタイプまでを揃えたAP製品

群です。�

長崎奉行所に安政4年に開かれた医学伝習所に出

自を持ち、150年余りの歴史を持つ。地域への先

端医療サービス提供と世界に向けた医学研究を続

けてきた。多数の離島を持つ地域的特徴を背景に、

離島やへき地医療にも力を入れている。平成20

年に開院した新病棟を皮切りに、現在病院施設の

再開発を進めている。再開発が完了する平成25

年には、より高度な医療、研究環境を実現する。�

常に先端医療を行なう大学病院において、信頼性の高いITネットワークは欠く

べからざるものとなっている。診察や研究に利用する端末まで膨大なデータを

ストレスなく配信し、なおかつ患者の個人情報を守るための高いセキュリティを

確保しなければならない。ネットワークに求められる高い要求をクリアするため、

長崎大学病院では新棟建設に伴い新ネットワークを構築した。D-Linkのスイッ

チ群、無線APを採用し、エッジにいたるまでセキュリティを高めたインテリジェ

ントなネットワークだ。�

安全で質の高い医療サービスを目指して�
ネットワークにD-Linkのスイッチを採用した�
新病棟が長崎大学病院に完成�
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DWL-8500AP

DGS3400シリーズ�

DGS3600シリーズ�

DWS3026
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■ 販売店�

MACアドレス認証による高いセキュリティと�
10Gbpsネットワークによる帯域の余裕を実現�

増えるデータ量�
高まるセキュリティへの要望�

�

�

�

　長崎大学病院では、新病棟建設に伴い新た

なネットワークの構築を行なった。要件は大

きくふたつあった。ひとつは広帯域を確保す

ること、もうひとつは高いセキュリティを実現

することだ。�

�「医療の高度化により、ネットワークを流れ

るデータはどんどん精細度を高めています。デー

タ量は増加の一途をたどり、しかもそれらのデー

タを診察室をはじめとあらゆる場所で参照で

きなくてはなりません」�

　広帯域が求められる背景について、長崎大

学の副学長であり長崎大学病院医療情報部

長を務める本多教授はそう解説してくれた。

CTスキャンなどの画像は1枚で数十MBのファ

イルサイズが普通となり、3D情報を処理する

機器も出始めている。今後もデータ量が増加

し続けることは間違いない。さらに、電子カル

テがアプリケーションとして成熟してきたこと

も、速度が求められる要因のひとつだと本多

教授は言う。発展途上期においては機能追加

に注目されていたが、ほぼ必要な機能が揃っ

た現在はレスポンスにユーザの意識が向いて

いるという。また、電子カルテのデータを含め

て医療情報はほとんどは保護すべき個人情

報だ。万一情報が漏洩すれば、患者に不利益

が及ぶ可能性がある。さらに、利便性拡大の

ために無線LANの導入も決められていた。有

線LAN、無線LANを含めてセキュリティを確

保し、なおかつ高速なデータ配信を実現すべく、

新ネットワークは計画された。�
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　機器選定は、インテグレータであるNTTコミュ

ニケーションズの協力を得ながら進められた。

選ばれたのは、D-Linkのスイッチ群だ。フロ

アスイッチには高速なアップリンクに対応した

製品を使用し、フロア間を10Gbpsで結ぶ。

スタック構成にも対応しているので、ポート数

や帯域の拡大にも柔軟に対応可能だ。セキュ

リティ面では有線LAN、無線LANともに

MACアドレス認証が採用された。エッジスイッ

チにも認証機能を持つ製品を選択することで、

MACアドレスが登録されていない端末ではネッ

トワークに接続することもできない仕組みになっ

ている。ネットワーク機能を持つ医療機器な

ども、MACアドレス認証であれば利用できる

ため、すべての機器のセキュリティ状態を一

律に管理できる。またD-Linkのエッジスイッ

チは1ポートで複数の端末を認証できるため、

島ハブ構成でも正常に認証、ネットワーク接

続が可能だ。�

　ネットワーク自体の構成は電子カルテなど

の医療情報を取り扱う業務系ネットワークと、

研究のための情報を取り扱う研究系ネットワー

クのふたつのレイヤに物理的に分かれている。

研究系ネットワークはインターネットに接続さ

れ、自由度も高い。一方業務系のネットワーク

はクローズド構成とし、セキュリティを優先し

た設計になっている。完全に切り分けることで、

万一ウィルスなどの脅威にさらされたとしても、

影響範囲を最小限に抑えられる。�
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　新しい病棟は、2008年6月から利用され

ている。同時に新ネットワークの利用も始まっ

た。長崎大学病院医療情報副部長の松本准

教授は通信速度、安定性ともに高いと評価する。�

�「10Gbpsという高速なネットワークですが、

利用開始からこれまでの間にトラブルらしい

トラブルはありませんでした。安全で安定して

いることは、ネットワークにとって最も重要です」�

　高速なネットワークが整備されたことで、こ

れまで以上に情報を活用していこうとする動

きも出てきているという。�

�「情報を一元管理するデータウエアハウス

を構築し、電子カルテに大量に蓄積されたデー

タ間のクロス集計等により、様々な業務デー

タを抽出するとともに、臨床研究や経営指標

としても利用すべく開発中です。」�

　将来の抱負を、本多教授はそう話してくれた。

高速ネットワークインフラは、医療現場の効率

だけではなく質の向上にも貢献していく。セキュ

リティ、広帯域の双方を満足する今回のネット

ワークを、長崎大学全体のネットワークのモデ

ルとしたいという教授の言葉には、D-Link製

品を使った今回のネットワークへの満足感が

にじんでいた。�

安定した高速ネットワークが�
医療サービスを向上させる�

ネットワークを統合管理するギガビットスタッカブルスイッチDGS-3650

認証スイッチでエッジまで�
セキュリティを確保�
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